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市民・企業・行政が連携、
美しい広瀬川を未来へつなぐ

澱橋会場では195人の市民が清掃活動に汗を流しました

清掃活動は、職場の交流の機会にもなっています

回収ごみには、鉄筋やプラスチック製の大きなふたも

活動終了後は、全参加者が笑顔で記念撮影
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本キャンペーンは、ご覧の各社・団体の協賛により実施しています。

　夏の蒸し暑さが残る9月28日、「第36回 広瀬川1万人プロ
ジェクト 河川・海岸一斉清掃」が行われました。同プロジェ
クトは、「杜の都・仙台」のシンボルである広瀬川の自然環境
を守り、多くの市民が親しめる河川とすることを目的に流域
の一斉清掃を行うもので、毎年春と秋に開催されています。
100万都市仙台の1㌫に当たる1万人をキーワードに、市民・
企業・行政が連携し、2002年から活動を続けてきました。
　今年は、広瀬川の清流を保全し、次代に引き継いでいくた
めの条例「広瀬川の清流を守る条例」が制定されて50年の
節目でもあります。清掃活動は18会場で行われ、ごみ袋とト
ングを手に1,674人が流域のごみ拾いに参加、合計230袋分
のごみを回収しました。

　清掃終了後、参加者からは「ここ数年は、毎回参加してい
るが、清掃活動が功を奏して年々ごみが減っているように思
う」、「清掃活動が交流の場にもなっている」などの感想が聞
かれました。同プロジェクト澱橋会場担当の深松栞さんは
「学生時代の憩いの場でもあった広瀬川の清掃に携わるこ
とができてうれしい。多くの人に広瀬川の美しさを知っても
らうきっかけとなれるよう、今後も活動をサポートしていきた
い」と話します。
　あしたのみどりキャンペーンでは、これからも植樹・花壇
づくりなどの支援活動を継続するとともに、仙台のみどり豊
かな景観や環境を未来につなぐための取り組みを応援して
いきます。
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